
気
学
で
は
申
月
八
月

八
月
七
日
（
立
秋
）
節
入
り

気

道

生

天

破

気
学
で
は
酉
九
月

九
月
七
日
（
白
露
）
節
入
り

気生

道天

ア

破

八
月
筮
ー
火
沢
暌
の
上
九

九
月
筮
ー
地
天
泰
の
六
五

先
を
急
が
ず
時
機
を
待
つ

の
が
賢
明
。
身
近
な
問
題
を

軽
く
み
な
い
で
慎
重
に
、
家

庭
や
住
居
計
画
は
資
金
の
不

調
、
仕
事
は
停
滞
感
あ
り
手

を
緩
め
ず
。
金
銭
は
甘
い
口

に
棘
、
情
愛
は
仲
直
り
が
吉

夏
風
邪
、
寝
不
足
、
頭
痛
等
。

九
月
は
安
泰
、
手
を
拡
げ

ず
本
業
に
専
念
、
自
営
は
一

歩
伸
び
る
と
き
。
家
族
関
係

深
い
喜
こ
び
、
知
人
と
は
信

頼
の
糸
で
結
ば
れ
る
。
金
運

は
貯
金
に
回
す
。
夏
疲
れ
の

胃
腸
、
足
腰
の
筋
、
皮
膚
。

八
月
筮
ー
火
山
旅
の
九
四

九
月
筮
ー
水
火
既
済
の
九
三

何
か
と
身
辺
の
用
事
に
動

か
さ
れ
る
。
家
庭
の
モ
メ
事

軽
く
処
理
、
仕
事
は
結
果
で

決
ま
る
が
日
程
が
延
び
る
。

相
手
に
合
わ
せ
る
交
際
術
高

額
品
の
連
ら
れ
買
い
あ
り
そ

う
。
見
学
や
小
旅
行
楽
し
く
。

視
力
、
歯
、
胃
腸
に
優
し
く
。

九
月
に
入
る
と
運
気
上
昇

で
も
不
利
益
の
月
破
が
付
く
。

予
定
の
変
更
、
知
人
と
の
誤

解
や
意
見
を
抑
え
ら
れ
る
が

慎
重
さ
で
対
処
。
家
庭
は
復

旧
が
良
く
金
運
堅
実
に
。
気

疲
れ
神
経
、
関
節
、
気
管
等
。

八
月
筮
ー
雷
水
解
の
初
六

九
月
筮
ー
水
地
比
の
九
五

一
歩
前
進
で
問
題
解
決
、

計
画
案
の
実
施
、
チ
ャ
ン
ス

あ
れ
ば
前
進
す
る
な
ど
活
気

含
み
。
職
に
関
し
て
経
験
と

新
ア
イ
デ
ア
を
打
ち
出
す
効

果
。
愛
情
を
深
め
た
り
家
庭

は
中
旬
良
好
、
金
銭
収
集
吉
。

過
食
と
胃
も
た
れ
外
食
摂
生
。

九
月
は
順
調
運
コ
ー
ス
へ

乗
せ
て
い
く
。
前
月
の
問
題

継
続
が
良
く
新
規
交
際
は
慎

重
に
。
安
請
け
合
い
を
避
け

欲
心
は
控
え
目
で
安
心
。
批

判
や
噂
な
ど
気
に
せ
ず
。
風

邪
と
気
管
、
聴
覚
、
歯
病
等
。

八
月
筮
ー
水
火
既
済
の
九
五

九
月
筮
ー
乾
為
天
の
初
九

日
頃
の
努
力
が
報
わ
れ
成

果
が
上
が
る
。
誰
に
で
も
気

持
良
く
接
し
信
用
が
高
ま
る
。

仕
事
は
手
際
よ
く
進
み
、
私

事
の
懸
案
問
題
の
処
理
、
情

報
管
理
は
慎
重
、
交
際
面
は

中
旬
良
い
が
財
布
締
め
る
。

胃
腸
疲
れ
、
腰
痛
、
湿
疹
等
。

九
月
は
中
宮
に
入
り
多
忙
、

公
私
に
変
化
が
出
た
り
す
る

の
で
慎
重
に
判
断
。
周
囲
の

気
配
り
を
忘
れ
ず
に
無
理
な

頼
ま
れ
事
は
断
わ
る
の
が
安

全
。
家
族
は
団
欒
の
喜
こ
び
。

血
圧
血
行
、
視
力
、
過
労
等
。

八
月
筮
ー
巽
為
風
の
六
四

九
月
筮
ー
天
山
遯
の
初
六

運
気
は
停
滞
気
味
、
諸
事

に
長
引
く
問
題
は
休
み
、
必

要
な
こ
と
に
手
を
付
け
る
。

柔
軟
な
交
際
は
外
か
ら
の
協

力
者
を
得
て
吉
。
仕
事
待
機

が
続
き
金
銭
の
動
き
が
少
な

い
。
家
事
円
満
に
処
し
て
吉
。

気
管
、
胃
腸
疲
れ
、
関
節
等
。

九
月
は
小
を
捨
て
大
を
取

り
、
長
期
の
志
望
を
叶
え
て

い
く
。
予
定
の
中
断
、
人
情

は
流
れ
や
す
く
下
旬
に
訪
問

客
あ
り
、
日
常
は
焦
ら
ず
に

悠
然
と
気
分
の
転
換
が
賢
い
。

風
邪
、
下
痢
、
足
腰
と
膝
等
。

八
月
筮
ー
水
沢
節
の
九
二

九
月
筮
ー
雷
山
小
過
の
九
三

目
標
に
向
け
気
力
一
杯
に

進
め
て
み
る
。
自
己
過
信
に

な
ら
ず
謙
虚
さ
忘
れ
ず
、
下

旬
頃
か
ら
積
み
上
げ
た
実
力

表
わ
れ
る
。
学
習
面
・
資
格

人
脈
広
げ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。

ス
ト
レ
ス
と
頭
痛
、
腹
部
等
。

九
月
は
地
道
な
努
力
で
評

価
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
る

こ
と
で
安
定
感
。
夏
バ
テ
の

時
機
な
の
で
上
手
な
休
養
で

保
つ
。
予
想
外
の
交
際
と
外

出
で
の
浪
費
に
用
心
、
気
楽

な
食
べ
歩
き
や
趣
味
楽
し
む
。

口
腔
と
歯
、
頭
痛
、
腰
膝
等
。

八
月
筮
ー
地
天
泰
の
初
九

九
月
筮
ー
震
為
雷
の
初
九

表
面
は
安
泰
で
も
内
心
は

気
苦
労
が
多
い
。
初
め
良
け

れ
ば
終
り
良
し
と
す
る
。
仕

事
が
ら
み
問
題
は
慎
重
に
処

理
。
休
日
は
目
の
保
養
や
健

康
の
入
浴
な
ど
が
楽
し
み
。

祝
儀
や
贈
答
の
喜
び
あ
り
。

風
邪
と
の
ど
、
歯
の
手
当
を
。

九
月
は
公
私
に
多
事
多
用

で
忙
し
い
。
不
用
意
な
口
出

し
は
災
い
の
も
と
。
交
渉
事

は
負
け
る
が
勝
ち
の
つ
も
り

が
利
口
。
貯
蓄
方
針
で
ム
ダ

を
省
く
な
ど
生
活
改
善
を
。

関
節
、
筋
肉
、
血
圧
と
頭
痛
。

八
月
筮
ー
地
風
升
の
六
四

九
月
筮
ー
沢
水
困
の
九
五

真
剣
に
取
組
む
問
題
が
続

く
、
自
己
流
の
判
断
に
走
ら

ず
調
和
と
誠
意
を
尽
く
し
て

収
拾
を
図
る
。
親
戚
や
知
人

と
の
交
際
は
冷
静
に
。
財
産

や
相
続
な
ど
将
来
に
関
わ
る

問
題
は
今
後
の
研
究
を
待
つ
。

口
腔
と
の
ど
、
関
節
、
打
撲
。

九
月
は
培
っ
た
実
績
を
周

囲
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
能
力

を
充
分
に
発
揮
す
る
喜
こ
び
。

仕
事
面
で
企
画
や
ア
イ
デ
ア

を
活
か
す
、
先
見
の
明
と
な

る
学
習
や
研
鑚
が
望
ま
し
い
。

視
力
や
歯
、
循
環
器
系
等
。

八
月
筮
ー
山
天
大
畜
の
九
三

九
月
筮
ー
天
雷
无
妄
の
六
二

順
調
な
ペ
ー
ス
で
す
。
暑

気
最
中
で
も
体
調
管
理
で
心

身
の
爽
快
感
を
得
る
。
公
事

の
優
先
と
対
人
面
は
本
筋
を

通
す
の
が
よ
く
、
新
知
識
と

教
養
を
深
め
た
り
自
立
精
神

け
じ
め
を
つ
け
る
方
針
が
吉
。

循
環
器
、
消
化
器
、
足
元
等
。

九
月
は
現
状
の
ま
ま
で
平

穏
を
保
つ
。
大
き
く
羽
繋
か

な
い
で
家
庭
に
注
目
、
小
さ

な
愛
情
に
深
い
意
味
含
む
上

に
立
つ
よ
り
支
え
る
立
場
で

臨
む
、
地
味
目
で
気
遣
が
よ

け
れ
ば
無
難
に
過
ご
せ
ま
す
。

疲
労
回
復
に
食
事
と
安
眠
を
。

福
田

有
宵

第５８号 有 宵 会 だ よ り 平成２５年７月吉日
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九
星
と
易
断
に
よ
る

八
月
・
九
月
の
運
勢
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一
白
水
星
の
人
の
運
勢

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢



五
月
十
八
日
（
土
）
勤
労

福
祉
会
館
プ
ル
ミ
エ
に
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岳
易
館
・
有
宵

会
の
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
佐
藤
宗
昡
先
生
の
司

会
進
行
の
も
と
、
第
一
部
は
、

福
田
有
宵
先
生
に
よ
る
「
有

宵
会
だ
よ
り
」
の
ご
説
明
と

「
気
学
盤
か
ら
の
月
運
」
。

第
二
部
は
、
日
向
山
仏
舎
利

平
和
宝
塔
主
管
で
あ
ら
れ
ま

す
、
功
刀
貞
如
上
人
様
の

「
世
界
平
和
・
核
廃
絶
を
祈

り
続
け
て
」
の
ご
講
演
。
第

三
部
は
、
福
田
先
生
の
「
仏

教
に
つ
い
て
」
の
ご
教
授
を

頂
き
ま
し
た
。

第
一
部
「
六
月
・

七
月
の
月
運
」

福
田

有
宵
先
生

六
月
は
暦
の
二
十
四
節
気
の

芒
種
で
あ
る
五
日
の
節
入
り

で
午
月
。
七
月
は
、
小
暑
の

七
日
か
ら
未
月
に
な
り
ま
す
。

六
月
は
、
午
の
対
冲
子
の
坎

宮
三
碧
が
月
破
。
七
月
は
、

未
の
対
冲
艮
宮
九
紫
が
月
破

に
な
り
ま
す
の
で
、
三
碧
と

九
紫
は
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

又
、
六
月
は
七
赤
中
宮
で
五

黄
の
対
冲
兌
宮
九
紫
が
暗
剣

殺
。
七
月
は
六
白
中
宮
で
乾

宮
七
赤
に
暗
剣
殺
。
中
宮
の

星
が
周
り
の
星
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
九
星
の
ポ
イ
ン
ト
を

掴
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
九

星
の
遁
甲
に
よ
る
方
位
も
大

切
で
、
六
月
の
東
五
黄
殺
、

西
の
暗
剣
殺
、
北
の
月
破
。

七
月
の
東
南
五
黄
殺
、
西
北

の
暗
剣
殺
、
北
東
の
月
破
な

ど
へ
の
行
動
は
注
意
で
す
。

例
え
ば
、
七
月
の
北
東
の
月

破
は
変
化
を
起
こ
す
方
位
。

又
、
西
北
の
暗
剣
殺
は
宮
の

象
意
か
ら
交
通
事
故
等
の
暗

示
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宮

と
遁
甲
し
た
九
星
の
象
意
で

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
月
運

は
、
星
の
遁
甲
に
よ
り
一
ヶ

月
で
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
、

身
体
・
精
神
・
運
気
・
方
位

も
変
化
が
あ
り
ま
す
。
七
月

は
、
小
暑
か
ら
節
入
り
で
暑

く
な
り
ま
す
が
、
旧
暦
と
新

暦
の
違
い
は
ど
う
い
う
も
の

か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
、

研
究
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
部
「
世
界
平
和
・

核
廃
絶
を
祈
り
続
け
て
」

功
刀

貞
如
上
人
様

昨
年
九
月
に
初
講
演
を
さ
せ

て
頂
き
、
本
日
は
二
回
目
で

す
。
お
話
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
は
、
七
面
山
か

ら
撮
っ
た
富
士
山
の
御
来
光

の
写
真
を
持
っ
て
参
り
ま
し

た
。

（
１
）
七
面
山
か
ら
の
御

来
光七

面
山
か
ら
の
御
来
光
は
、

春
秋
の
彼
岸
の
中
日
だ
け
で

年
二
回
し
か
見
ら
れ
な
い
有

り
難
い
御
来
光
で
す
。
七
面

山
の
頂
上
に
は
七
面
大
明
神

を
お
祀
り
し
て
あ
り
ま
す
。

身
延
山
の
守
護
神
で
す
。
日

蓮
上
人
が
最
後
に
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
た
お
山
で
、
日
蓮

上
人
の
お
墓
が
あ
り
、
三
方

を
山
に
囲
ま
れ
南
だ
け
が
開

け
て
い
て
上
人
の
故
郷
房
州

が
見
え
ま
す
。
上
人
は
、
房

州
が
望
め
る
身
延
山
を
お
気

に
入
り
に
な
り
、
ご
両
親
の

墓
を
拝
み
偲
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。
日
蓮
上
人
が
高
座
石

で
ご
説
法
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
時
、
毎
日
の
よ
う
に
こ
の

土
地
に
は
似
合
わ
な
い
綺
麗

な
ご
婦
人
が
お
り
、
不
思
議

に
思
い
ど
な
た
な
の
か
と
尋

ね
た
ら
、
「
願
わ
く
は
一
滴

の
水
を
下
さ
い
」
と
言
う
の

で
与
え
た
と
こ
ろ
、
龍
体
に

変
じ
七
面
山
に
住
ん
で
い
る

七
面
天
女
で
、
身
延
山
を
守

り
、
日
蓮
上
人
を
守
り
、
法

華
経
を
修
行
す
る
人
々
を
守

り
ま
す
と
言
っ
て
、
山
の
上

に
去
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
一
五
九
六
年
身
延
山
第

十
八
世
日
賢
上
人
が
七
面
大

明
神
の
宝
殿
を
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
七
面
大
明
神
は
、
天

女
の
姿
で
腹
が
丸
く
ふ
く
ら

み
、
太
陽
の
よ
う
に
拝
め
る

の
で
日
の
神
（
太
陽
の
神
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
日
蓮
上

人
は
、
お
母
様
の
お
腹
に
、

蓮
華
に
乗
っ
た
太
陽
が
入
っ

た
夢
を
見
た
時
に
生
ま
れ
た

と
言
わ
れ
、
幼
名
を
善
日
麿

と
名
付
け
ら
れ
成
長
し
、
お

坊
さ
ん
に
な
っ
た
時
は
善
日

丸
の
「
日
」
と
、
出
家
し
た

時
の
蓮
長
の
名
か
ら
「
蓮
」

を
と
り
、
日
蓮
と
名
の
り
ま

し
た
。
日
月
の
よ
う
に
照
ら

し
世
の
中
を
明
る
く
し
た
い
、

日
月
の
よ
う
に
人
々
に
希
望

を
与
え
て
生
き
た
い
、
常
に

太
陽
を
拝
み
、
蓮
花
の
よ
う

に
清
く
生
き
た
い
と
願
い
ま

し
た
。
こ
の
日
蓮
上
人
の
志

に
習
い
、
七
面
山
の
御
来
光

を
拝
む
会
を
発
足
し
、
四
十

年
を
迎
え
今
年
も
拝
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
二
十
九
日

に
は
大
雪
が
降
り
ま
し
た
が
、

三
十
一
日
の
大
雨
で
雪
も
解

け
て
山
頂
ま
で
登
る
こ
と
が

で
き
、
大
勢
の
方
々
が
登
り

ま
し
た
。
日
向
山
仏
舎
利
平

和
宝
塔
二
十
五
周
年
大
祭
の

十
月
二
十
八
日
も
、
日
月
天

の
ご
守
護
を
頂
き
雨
が
止
み

無
事
大
祭
を
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
御
来
光
を

拝
ん
で
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
悩
み
が
無
く
な
り
天
地
の

中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
有
り
難
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
様
も
是
非

一
度
七
面
大
明
神
を
お
参
り

く
だ
さ
い
。

（
２
）
世
界
平
和
・
核
廃

絶
を
祈
る
唱
題
運
動

四
月
二
十
八
日
は
、
日
蓮

上
人
が
立
教
開
宗
（
一
二
五

三
年
）
を
さ
れ
た
日
で
す
の

で
、
祈
り
の
日
と
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
い
ろ
い
ろ
な
祈
り

の
活
動
を
し
ま
す
。
八
月
六

日
は
広
島
に
原
爆
を
落
と
さ

れ
た
日
で
す
の
で
、
前
日
に

記
念
公
園
の
供
養
塔
前
で
一

日
断
食
を
し
な
が
ら
平
和
と

核
廃
絶
の
祈
り
を
し
、
広
島

市
内
を
身
延
山
布
教
隊
の
学

生
達
と
平
和
を
祈
る
行
脚
を

し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
四
月
二
十
八
日

に
は
、
日
向
山
仏
舎
利
平
和

塔
で
世
界
平
和
を
祈
る
唱
題

会
を
始
め
、
今
年
で
十
年
お

祈
り
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

祈
り
と
供
養
は
一
体
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
供
養
を
し
て

目
に
は
見
え
な
い
力
を
借
り

て
生
き
て
い
る
者
が
祈
り
を

し
ま
す
。
日
蓮
上
人
が
目
の

前
に
展
開
す
る
混
乱
の
世
を

見
据
え
、
仏
に
問
う
て
著
し

た
の
が
「
立
正
安
国
論
」
で
、

大
災
害
を
傍
観
者
と
し
て
で

は
な
く
国
家
と
し
て
執
る
べ

き
道
を
正
し
理
想
的
世
界
を

望
見
す
る
信
仰
者
と
し
て
の

書
で
、
現
実
を
厳
し
く
糾
弾

す
る
言
葉
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
正
し
い
仏
教
が
広
ま
ら

な
い
と
そ
の
国
家
は
や
が
て

滅
亡
に
瀕
す
る
と
預
言
さ
れ

て
い
て
、
法
華
経
の
信
仰
に

よ
っ
て
衰
え
を
知
ら
ぬ
理
想

郷
を
現
出
さ
せ
よ
う
と
説
い

て
い
ま
す
。

（
３
）
世
界
万
国
戦
争
犠

牲
者
万
霊
供
養
塔
の
建
立

今
の
若
い
人
々
の
為
に
、

犠
牲
に
な
っ
て
く
れ
た
人
達

へ
の
供
養
に
塔
婆
供
養
を
し

て
い
ま
す
。
ご
先
祖
を
供
養

す
る
こ
と
は
大
切
で
、
先
祖

を
粗
末
に
す
る
家
は
滅
び
、

尊
ぶ
家
は
栄
え
て
い
ま
す
。
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お
墓
が
い
つ
も
綺
麗
で
花
の

絶
え
な
い
墓
は
大
き
く
な
く

て
も
子
孫
や
会
社
が
栄
え
て

い
ま
す
。
墓
は
大
き
く
し
な

く
て
も
、
基
の
墓
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
が
良
い
の
で

す
。

世
界
万
国
戦
争
犠
牲
者
万
霊

供
養
塔
は
、
平
成
十
四
年
富

士
山
の
見
え
る
所
に
、
桜
色

の
石
で
大
き
な
供
養
塔
を
建

立
し
ま
し
た
。
日
蓮
上
人
の

教
え
は
、
「
世
界
平
和
・
立

正
安
国
論
」
で
す
。
そ
の
教

え
が
北
京
の
北
の
西
夏
の
お

寺
に
残
こ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
由
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
大
同
と
い
う
炭
鉱
の

町
で
は
、
中
国
人
を
集
め
て

石
炭
を
掘
ら
せ
、
働
け
な
く

な
る
と
廃
坑
に
埋
め
た
と
言

う
酷
い
話
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
犠
牲
者
の
成
仏
を

願
っ
て
、
骨
の
あ
る
場
所
に

供
養
塔
を
建
立
し
ま
し
た
。

（
４
）
仏
陀
ホ
ー
ル
建
立

（
平
成
十
七
年
）

仏
陀
ホ
ー
ル
の
前
に
は
八

体
の
龍
の
柱
が
あ
り
、
そ
の

上
に
（
太
陽
と
月
）
の
球
体

日
月
天
を
乗
せ
ま
し
た
。
塩
・

お
酒
で
清
め
、
仏
の
供
え
に

は
小
豆
が
つ
き
も
の
で
す
。

お
酒
は
八
体
の
龍
に
撒
き
龍

の
口
か
ら
入
れ
池
に
も
撒
き

ま
し
た
。
落
慶
式
の
日
は
朝

か
ら
雨
で
し
た
が
、
始
ま
る

前
に
は
青
空
に
な
り
太
陽
と

月
が
同
時
に
輝
き
ま
し
た
。

日
月
天
が
守
っ
て
く
れ
た
の

で
す
。
神
仏
は
私
達
の
真
心

を
受
け
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す

か
ら
、
世
界
平
和
核
廃
絶
を

祈
り
ま
し
た
。
こ
の
仏
陀
ホ
ー

ル
建
立
に
あ
た
り
、
ご
尽
力

を
頂
い
た
方
が
お
り
ま
す
。

檀
家
の
方
で
石
材
会
社
を
な

さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
の

お
父
様
は
大
変
な
苦
労
人
で
、

そ
の
教
え
を
引
き
継
ぎ
努
力

し
家
業
を
繁
盛
さ
せ
ま
し
た
。

お
父
様
の
三
つ
の
教
え
で
す
。

一
、
人
を
喜
ば
す
こ
と
を
常

に
考
え
る
こ
と
。
自
分
の
仕

事
だ
け
で
な
く
気
が
つ
い
た

事
を
す
る
。

二
、
陰
日
向
な
く
働
く
こ
と
。

人
が
見
て
い
な
く
て
も
、
お

天
道
様
は
必
ず
見
て
い
る
。

三
、
自
分
が
楽
し
よ
う
と
思

わ
な
い
で
他
人
よ
り
働
く
こ

と
。
余
分
に
働
い
た
こ
と
が

自
分
に
返
っ
て
く
る
。

（
５
）
祈
り
の
行
脚
（
平

成
十
三
年
〜
二
十
二
年
）

広
島
・
長
崎
の
各
山
、
各

寺
へ
春
秋
年
二
回
、
唱
題
会

の
メ
ン
バ
ー
と
祈
り
の
行
脚

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
国
連

Ｎ
Ｐ
Т
再
検
討
会
議
は
、
四

年
に
一
回
、
世
界
中
か
ら
集

ま
り
ま
す
。
来
年
も
あ
り
ま

す
の
で
参
加
さ
せ
て
頂
く
予

定
で
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
六
番
街
を
先

頭
に
立
ち
核
廃
絶
の
行
脚
を

し
ま
す
。

（
６
）
平
和
の
鐘
の
造
立

七
月
二
十
九
日
私
の
誕
生

日
に
は
、
富
士
山
に
お
参
り

し
ま
す
。
富
士
山
の
五
合
五

尺
の
所
に
経
ヶ
岳
が
あ
り
、

日
蓮
上
人
を
お
祀
り
し
た
お

堂
が
あ
り
ま
す
。
日
蓮
上
人

は
、
三
十
九
歳
の
時
に
北
条

時
頼
に
「
立
正
安
国
論
」
を

上
呈
し
、
そ
の
後
鎌
倉
幕
府

の
宗
教
政
策
に
よ
り
佐
渡
流

罪
に
処
さ
れ
ま
し
た
が
、
四

十
二
歳
の
時
に
赦
免
さ
れ
鎌

倉
に
落
ち
つ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
富
士
吉
田
出
身
の
弟

子
に
案
内
さ
れ
、
五
合
五
尺

は
天
地
の
境
の
所
こ
の
天
地

の
境
の
所
へ
、
法
華
経
の
経

本
と
「
立
正
安
国
論
」
を
埋

め
ま
し
た
。
そ
こ
が
経
ヶ
岳

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
蓮
上
人
の
お
堂
が
あ
り
、

今
で
も
四
十
二
歳
の
厄
除
け

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
現

在
は
身
延
山
が
管
理
し
て
お

り
ま
す
。

私
は
、
二
十
五
歳
で
住
職
と

な
り
、
五
十
年
の
記
念
に
息

子
に
譲
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

正
式
に
法
灯
継
承
と
言
い
ま

す
。
法
灯
継
承
後
に
や
り
残

し
た
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
、
鐘
楼
堂
の
造
立
を
思

い
、
日
向
山
に
登
り
富
士
山

が
真
前
に
見
え
る
所
に
、
平

和
の
鐘
を
建
て
よ
う
と
心
に

湧
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
浄
財
で
世
界
が
、

日
本
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。
そ
し
て
、
皆
様
が
天

命
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
、

と
平
和
の
鐘
を
造
立
し
ま
し

た
。

（
７
）
世
界
平
和
を
祈
る

理
念一

、
い
の
ち
〜
世
界
平
和

の
祈
り
は
、
私
達
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
ご
本
仏
か
ら
頂
い

た
尊
い
「
い
の
ち
」
に
目
覚

め
て
天
命
を
知
り
、
世
の
た

め
人
の
た
め
に
、
世
界
平
和

の
た
め
に
、
人
事
を
尽
く
し

て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
願
う

祈
り
で
あ
る
。

一
、
仏
国
土
の
顕
現
〜
世
界

平
和
の
祈
り
は
、
私
達
の
住

所
・
地
球
国
土
の
平
安
と
美

化
を
願
う
祈
り
で
あ
る
。

一
、
調
和
、
共
生
、
平
和
〜

世
界
平
和
の
祈
り
は
、
私
達

が
宇
宙
の
万
物
と
調
和
し
て

共
に
生
き
、
共
に
栄
え
て
平

和
で
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
願

う
祈
り
で
あ
る
。

■
福
田
先
生
か
ら
の

ご
質
問
と
功
刀
貞
如
上

人
様
の
お
答

（
一
）
仏
教
の
存
在
と
は

天
寿
を
全
う
し
て
幸
福
に

な
る
為
の
教
え
で
す
。

（
二
）
日
蓮
大
聖
人
様
の

立
教
理
念
と
し
て

世
界
平
和
・
国
の
安
泰
・

人
々
が
幸
福
で
あ
る
為
に
は
、

国
が
安
泰
で
な
け
れ
ば
と

「
立
正
安
国
論
」
を
唱
え
た

の
で
す
。

（
三
）
大
聖
人
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て

「
日
蓮
上
人
は
、
信
仰
し
て

い
る
の
に
島
流
し
や
首
を
切

ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
法
難
に

あ
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
。
」

と
、
去
っ
て
行
っ
た
人
達
も

い
ま
し
た
が
、
日
蓮
上
人
は
、

今
世
の
現
象
は
過
去
の
罪
障

で
あ
る
か
ら
、
信
仰
を
す
れ

ば
ど
ん
な
事
も
消
え
て
良
く

な
っ
て
い
く
と
、
ご
自
分
の

体
験
か
ら
出
た
こ
と
を
話
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
四
）
法
華
経
に
つ
い
て

菩
薩
の
教
え
で
、
「
自
分

だ
け
の
人
は
本
当
の
幸
福
に

は
な
れ
な
い
。
自
分
の
為
、

他
人
の
為
に
一
緒
に
成
仏
す

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

（
五
）
信
仰
に
つ
い
て

信
仰
は
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
し
て
い
る
人
と
信

仰
を
し
て
い
な
い
人
の
違
い

は
、
や
っ
て
み
れ
ば
解
る
こ

と
で
、
生
き
る
力
が
湧
い
て

く
る
こ
と
で
す
。

以
上
、
功
刀
貞
如
御
上
人

様
の
ご
講
演
で
し
た
。

第
三
部

仏
教
に
つ
い

て

福
田

有
宵
先
生

一
、
仏
教
の
存
在
〜

仏
教
界
は
、
現
在
十
三
宗
・

六
十
派
位
あ
り
、
様
々
な
姿

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

仏
縁
と
ど
こ
で
合
う
か
で
す
。

二
、
日
蓮
大
聖
人
様
の
立

教
理
念
〜

日
蓮
宗
で
は
、
お
坊
さ
ん

を
上
人
（
し
ょ
う
に
ん
）
と

呼
び
、
日
蓮
上
人
は
、
日
蓮

大
聖
人
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

立
教
の
精
神
と
は
、
当
時
釈

迦
が
入
滅
後
、
仏
教
が
す
た

れ
た
時
代
（
平
安
末
か
ら
鎌

倉
時
代
）
の
末
法
の
時
代
に

阿
弥
陀
様
に
手
を
合
わ
せ
、

戦
乱
の
世
を
救
っ
て
頂
き
た

い
と
浄
土
の
世
界
を
求
め
た

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
時
代

の
求
め
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
現
代
は
心
が
病
む
時
、

人
の
心
、
精
神
を
救
っ
て
も

ら
い
た
い
と
信
仰
を
す
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。

三
、
大
聖
人
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
〜法

難
を
四
回
受
け
て
も
奇

跡
的
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

生
き
る
か
死
ぬ
か
命
を
か
け
、
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こ
の
受
難
は
法
華
経
を
広
め

る
為
の
法
難
と
し
て
受
け
止

め
て
信
仰
を
広
め
て
い
き
ま

し
た
。
易
学
を
学
ぶ
の
は
、

知
恵
を
用
い
る
こ
と
で
神
道
、

仏
道
な
ど
を
学
び
、
そ
れ
ぞ

れ
の
知
恵
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
た
め
で
す
。
世
の
中
の

例
え
話
は
、
法
華
経
の
中
か

ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

良
く
学
ば
れ
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

四
、
信
仰
に
つ
い
て
〜

理
論
よ
り
身
体
を
張
っ
て

信
じ
る
こ
と
、
行
を
す
る
こ

と
で
、
行
信
一
如
と
あ
ち
こ

ち
迷
わ
ず
に
、
行
信
一
如
に

よ
り
真
の
仏
縁
が
生
ま
れ
る

の
で
す
。
仏
教
本
（
大
法
輪
）

の
五
月
号
に
観
音
経
が
あ
り

ま
す
。
宗
教
総
合
誌
「
じ
べ

た
」
な
ど
、
仏
教
方
面
を
学

び
た
い
方
に
は
良
い
本
で
す
。

神
道
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い

ま
す
し
、
仏
縁
を
繋
げ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
是

非
お
読
み
く
だ
さ
い
。

福
田
先
生
の
お
言
葉
「
そ

の
仏
縁
と
ど
こ
で
合
う
か
で

す
」
と
前
記
し
ま
し
た
。
私

は
現
在
禅
宗
で
永
平
寺
に
て

何
度
か
参
籠
も
し
、
仏
縁
を

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
書
記
を
さ
せ
て
頂
く
に
あ

た
り
、
「
大
法
輪
」
を
拝
読

し
、
初
め
て
日
蓮
宗
の
開
祖

日
蓮
大
聖
人
の
教
え
に
感
動

し
ま
し
た
。
「
大
法
輪
」
の

中
か
ら
抜
粋
し
、
稚
拙
で
す

が
ま
と
め
て
記
載
し
ま
す
。

日
蓮
上
人
の
願
い
「
希
望
を

持
っ
て
現
世
を
生
き
抜
く
」

と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、
現

世
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
は

限
定
さ
れ
た
「
現
世
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
凝
縮
さ

れ
た
「
今
」
と
い
う
一
瞬
の

時
間
、
無
限
の
過
去
と
無
限

の
未
来
に
連
続
し
て
い
る
。

現
世
を
生
き
抜
く
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
ら
が
包
含
さ
れ

た
「
今
本
時
」
と
い
う
絶
対

時
間
の
な
か
に
あ
る
自
己
を

見
つ
め
、
そ
の
全
容
を
背
負
っ

て
果
敢
に
生
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
又
、
日
蓮
大
聖
人

の
「
希
望
を
持
っ
て
、
現
世

を
生
き
抜
く
」
と
い
う
願
い

は
、
揺
れ
動
く
社
会
の
中
で

必
死
に
生
き
る
祈
り
そ
の
も

の
で
、
そ
れ
は
自
己
に
限
定

さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
人
々

と
苦
闘
し
希
望
の
持
て
る
環

境
作
り
を
め
ざ
し
て
行
く
な

か
で
追
求
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
。
自
然
と
格
闘
し
、
自
然

と
自
然
の
脅
威
を
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絶
え

ず
変
化
す
る
現
実
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
「
生
き
る
希
望
」

を
確
か
め
て
生
き
る
生
き
方

の
指
針
は
時
代
が
変
わ
っ
て

も
、
私
達
へ
の
大
き
な
導
き

を
示
し
て
い
ま
す
。
「
立
正

安
国
論
」
の
終
わ
り
の
部
分

に
、
「
苦
を
分
か
ち
あ
っ
て
」

至
高
の
精
神
を
求
め
よ
う
と

い
う
、
祈
り
の
文
章
「
汝
、

早
く
信
仰
の
寸
志
を
改
め
て
、

速
や
か
に
実
乗
の
一
善
に
帰

せ
よ
。
然
れ
ば
三
界
は
皆
仏

国
な
り
。
仏
国
そ
れ
衰
え
ん

や
。
十
方
は
こ
と
ご
と
く
宝

土
な
り
。
宝
土
な
ん
ぞ
壊
れ

ん
や
。
国
に
衰
微
な
く
、
土

に
破
壊
な
く
ん
ば
、
身
は
こ

れ
安
全
に
し
て
心
は
こ
れ
禅

定
な
ら
ん
。
」

日
蓮
大
聖
人
の
言
う
「
国
」

は
、
心
を
大
切
に
し
て
生
き

る
姿
。
ち
な
み
に
「
立
正
安

国
論
に
誌
さ
れ
た
、

「

は
、
ク
ニ
ガ

マ
エ
の
中
に
『
民
』
と
い
う

文
字
で
す
。
」
と
い
う
文
面

が
あ
り
、
深
く
感
動
致
し
こ

こ
に
引
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。功

刀
貞
如
御
上
人
様
に
は
、

長
時
間
の
ご
講
演
、
福
田
有

宵
先
生
に
は
解
り
や
す
い
ご

教
授
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

半
田
記

薬
師
寺
東
塔

改
修
工
事

先
日
、
大
川
先
生
か
ら
新

史
料
の
法
相
宗
伝
来
肉
舎
利

縁
起
の
印
刷
を
い
た
だ
き
興

味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
の
で
、

後
学
の
た
め
転
載
し
ご
参
考

に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
地

鎮
祭
の
と
き
地
神
・
地
霊
の

祀
り
事
を
執
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
か
か
わ
り
が
わ
か
り
ま

す
と
神
妙
な
世
界
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
奥

深
い
も
の
で
す
。

薬
師
寺

奈
良
市
に
あ

る
法
相
宗
の
大
本
山
南
部
七

大
寺
の
ひ
と
つ
。
天
武
天
皇

が
皇
后
の
病
気
平
癒
を
祈
願

し
、
天
皇
没
後
の
文
武
天
皇

２
年
（
６
９
８
年
）
に
藤
原

京
に
完
成
、
平
城
遷
都
に
伴

い
現
在
の
地
に
移
転
。
た
び

た
び
火
災
で
諸
堂
を
失
っ
た

が
、
昭
和
５
１
年
（
１
９
７

６
年
）
に
金
堂
、
昭
和
５
５

年
に
西
塔
が
再
建
、
東
塔
は

創
建
当
時
の
遺
構
。
又
薬
師

三
尊
像
、
聖
観
音
菩
薩
立
像
、

吉
祥
天
画
像
、
仏
足
石
及
び

仏
足
石
歌
碑
（
い
ず
れ
も
国

宝
）
な
ど
蔵
す
る
。

仏
舎
利
地
鎮
法

釈
迦

の
遺
骨
を
納
め
る
。
堂
塔
を

建
立
す
る
と
き
土
台
石

を
置
く
前
に
、
工
事
の
無
事

を
祈
っ
て
地
神
を
本
尊
と
し

て
修
す
る
法
。

鎮
め
物

地
鎮
祭
の

と
き
、
土
地
の
神
を
鎮
め
る

た
め
に
地
中
に
埋
め
る
も
の

昔
は
人
形
、
鏡
、
剣
、
矛
な

ど
を
埋
め
た
も
の
で
す
。
最

近
は
水
晶
そ
の
他
の
貴
石
を

埋
設
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

福
田

有
宵

奈
良
市
西
ノ
京
町
の
薬
師

寺
東
塔
（
国
宝
）
の
解
体
修

理
で
、
心
柱
の
先
端
に
埋
め

込
ま
れ
た
木
箱
か
ら
江
戸
時

代
の
舎
利
容
器
が
見
つ
か
り
、

同
寺
が
7
日
、
発
表
し
た
。

中
の
舎
利
は
玄
奘
三
蔵
が
イ

ン
ド
か
ら
伝
え
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

心
柱
の
先
端
を
幅
9
セ
ン

チ
、
高
さ
15
セ
ン
チ
に
切
り

取
り
、
白
い
布
に
包
ん
だ
木

箱
を
納
め
て
い
た
。
木
箱
の

墨
書
な
ど
か
ら
、
明
治
時
代

に
心
柱
を
加
工
し
て
納
め
た

と
考
え
ら
れ
る
。

舎
利
容
器
は
高
さ
約
10
セ

ン
チ
の
木
製
で
、
中
の
舎
利

が
見
え
る
よ
う
、
水
晶
の
板

が
は
め
ら
れ
て
い
る
。

明
和
4
（
１
７
６
７
）
年

に
書
か
れ
た
「
法
相
宗
伝
来

肉
舎
利
縁
起
」
に
よ
る
と
、

玄
奘
三
蔵
は
イ
ン
ド
か
ら
赤

い
舎
利
を
持
ち
帰
り
、
著
者

の
僧
、
基
辧
（
き
べ
ん
）
に

伝
わ
っ
た
。

今
回
の
舎
利
容
器
は
中
に

赤
い
舎
利
が
見
え
、
基
辧
が

伝
来
品
を
納
め
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

東
塔
の
心
礎
に
は
舎
利
を

納
め
る
穴
が
な
く
、
奈
良
時

代
の
創
建
当
初
は
西
塔
に
舎

利
を
納
め
た
と
推
定
で
き
る
。

西
塔
は
室
町
時
代
に
焼
失
。

奈
良
国
立
博
物
館
の
内
藤
栄
・

学
芸
部
長
補
佐
は
「
東
塔
に

舎
利
を
納
め
た
い
と
い
う
強

い
願
い
が
薬
師
寺
に
あ
り
、

玄
奘
三
蔵
以
来
の
由
緒
の
あ

る
舎
利
が
選
ば
れ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。
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舎
利
容
器
は
来
年
3
月
1

日
か
ら
20
日
（
月
曜
除
く
）

ま
で
、
東
塔
初
層
で
公
開
さ

れ
る
。

心
柱
に
納
入
さ
れ
た
木
箱

は
、
昭
和
27
年
の
修
理
工
事

で
も
報
告
さ
れ
て
い
た
。

奈
良
新
聞
よ
り

認
知
症黒

江

真
帆

最
近
で
は
、
よ
く
耳
に
す

る
「
認
知
症
」
と
い
う
言
葉

〜
今
更
で
す
が
…
「
認
知
症
」

と
は
正
式
な
病
名
で
は
な
い

こ
と
を
御
存
知
で
し
た
か
？

「
認
知
症
」
と
は
＝
病
気
の

状
態
を
示
す
総
称
。

病
名
で
あ
れ
ば
↓
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
・
脳
血

管
性
認
知
症
・
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
な
ど
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）

の
「
認
知
症
」
の
定
義
と
は

↓
「
脳
疾
患
に
よ
る
症
候
群

で
あ
り
、
通
常
は
慢
性
あ
る

い
は進

行
性
で
、
記
憶
・
見
当

識
・
理
解
・
計
算
・
学
習
能

力
・
言
語
・
判
断
を
含
む
多

数
の
高
次
皮
質
機
能
障
害
を

示
す
。

意
識
の
混
濁
は
な
い
…
と

あ
り
ま
す
。

「
認
知
症
」
の
原
因
と
な
る

病
気
は
研
究
者
に
よ
り
異
な

り
、
分
類
の
仕
方
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
代
表
的
な
の
は
、

“
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
”
が

大
半
を
占
め
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
〜

１
９
９
０
年
代
以
前
は
、

“
レ
ビ
ー
小
体
型
”
も
含
ま

れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
、
そ
の
都
度
お
話
し

す
る
さ
え
に
”
個
人
差
”
は

大
き
い
！
と
お
伝
え
し
ま
す

が
…
。
“
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
”
の
進
行
は
、
数
年
か
ら

２
０
年
程
度
と
個
人
に
よ
り

状
況
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
“
脳
血
管
性
”
に
お

い
て
は
当
然
で
す
が
、
脳
梗

塞
な
ど
脳
血
管
障
害
の
後
遺

症
と
し
て
発
症
す
る
場
合
で

す
。
失
語
な
ど
の
言
語
障
害

だ
け
で
な
く
身
体
麻
痺
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
あ
る

日
突
然
！
そ
の
時
を
境
に
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
訳
で
す
。

祖
母
の
場
合
が
、
そ
う
で

し
た
〜
言
語
は
少
し
づ
つ
回

復
の
兆
し
、
で
も
そ
の
日
か

ら
２
０
年
余
り
右
半
身
麻
痺

は
残
念
な
が
ら
治
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

私
の
、
認
知
症
の
方
と
の

コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
誰

に
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

前
期
↓
中
期
、
そ
し
て
次

回
は
後
期
の
お
話
を
お
伝
え

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
体
験
談
は
、
母
と
の
生

活
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
少
し

で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

お
話
し
て
お
り
ま
す
。
で
も

母
の
頃
は
、
「
認
知
症
」
の

検
査
法
な
ど
が
発
展
途
上
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
、

母
の
脳
は
差
ほ
ど
萎
縮
も
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
…
。

そ
の
時
の
先
生
が
↓
こ
ん

な
に
早
く
長
寿
時
代
が
到
来

す
る
と
は
思
わ
ず
脳
の
研
究

が
間
に
合
わ
な
い
ん
だ
！
と

言
っ
た
言
葉
が
印
象
的
で
、

今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
〜
確

か
に
、
こ
ん
な
に
人
類
が
長

生
き
し
た
こ
と
は
今
だ
か
っ

て
無
い
の
で
す
か
ら
…
。

私
が
、
こ
の
時
期
を
過
ご

し
た
の
は
…
６
年
間
位
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

た
ぶ
ん
母
の
胃
癌
が
見
つ
か

る
前
か
ら
で
し
た
。
お
医
者

さ
ん
に
↓
認
知
症
が
あ
る
の

で
手
術
は
も
と
よ
り
術
前
検

査
を
超
え
る
の
も
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。

と
説
明
を
訊
き
、
何
度
も

相
談
を
繰
り
返
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

採
血
を
含
め
通
常
で
は
単

純
な
検
査
で
あ
る
心
電
図
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
エ
コ
ー
検
査

で
も
↓
息
を
止
め
て
！
も
で

き
ず
〜
内
視
鏡
・
Ｃ
Ｔ
な
ど

は
同
伴
で
き
ま
し
た
が
Ｍ
Ｒ

Ｉ
は
同
室
で
き
ず
、
さ
ぞ
不

安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

点
滴
を
し
て
い
て
も
↓
目

を
離
し
た
す
き
に
管
を
抜
い

て
し
ま
っ
た
り
…
で
も
イ
イ

こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

手
術
の
翌
日
↓
昨
日
は
大

変
だ
っ
た
ね
！
と
、
先
生
の

言
葉
が
け
に
〜
手
術
し
た
こ

と
も
忘
れ
て
い
た
り
…

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
術
後

の
回
復
は
早
か
っ
た
み
た
い

で
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
私

も
チ
ョ
ッ
ト
の
コ
ト
で
は
驚

か
ず
、
以
外
に
も
楽
し
い
時

間
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

脈
絡
も
な
い
話
も
笑
っ
て

会
話
し
た
り
、
ま
る
で
漫
才

み
た
い
な
日
々
…
確
か
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言

え
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
〜
言
葉
＝
言
語
の
力
を
借

り
ず
に
“
気
持
ち
や
思
い
を

受
け
取
る
”
こ
と
が
出
来
て

い
た
と
私
は
感
じ
て
い
ま
し

た
。そ

し
て
、
コ
コ
か
ら
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
言
葉
で
は
な

く
＝
表
情
・
態
度
・
空
気
み

た
い
な
も
の
を
察
す
る
能
力

を
獲
得
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
?!

認
知
症
は
か
な
り
進
行
し

て
い
ま
し
た
が
↓
今
迄
よ
り

母
の
“
五
感
あ
る
い
は
五
官
”

は
進
歩
し
た
み
た
い
で
す
。

認
知
症
の
症
状
の
１
つ
に
、

自
分
が
嫌
な
体
験
は
覚
え
て

い
る
、
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

自
分
が
前
に
信
用
で
き
な

い
！
と
感
じ
た
人
に
は
↓
手

を
出
さ
れ
て
も
決
し
て
手
を

繋
ご
う
と
は
し
な
か
っ
た
り
、

ま
る
で
、
自
分
の
命
を
託
せ

る
人
だ
！
と
い
う
安
心
感
と

で
も
言
う
“
本
能
”
が
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
た
感
じ
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
私
の
表
情
な
ど
か

ら
察
す
る
こ
と
も
多
く
な
り

ま
し
た
！
当
然
で
す
が
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
る
と
、
母
は
と

て
も
嬉
し
い
よ
う
で
穏
や
か

で
し
た
。
反
対
に
、
私
が
余

り
具
合
が
良
く
な
い
時
に
は

↓
頭
の
撫
で
て
く
れ
た
り
…
。

誰
か
と
話
し
を
し
て
い
て
も

↓
何
と
な
く
自
分
の
こ
と
を

話
し
て
い
る
の
は
理
解
し
て

い
た
み
た
い
？

認
知
症
の
後
期
で
は
、
食

べ
物
を
飲
み
込
む
こ
と
や
お

手
洗
い
の
仕
方
な
ど
解
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
す
よ
ね
ぇ
。

で
も
、
症
状
が
か
な
り
進
行

し
日
常
の
コ
ト
が
出
来
な
い

か
ら
と
い
っ
て
も
↓
あ
な
ど

れ
ま
せ
ん
よ
！
一
種
の
“
カ

ン
が
働
く
”
の
で
↓
当
然
、

本
人
が
嫌
が
る
よ
う
な
コ
ト

は
Ｎ
Ｇ
〜

や
っ
ぱ
り
、
認
知
症
は
頭

の
病
＝
心
は
壊
れ
て
し
ま
っ

た
訳
で
は
な
い
の
で
す
ね
…
。

自
分
に
置
き
換
え
れ
ば
、

誰
も
が
最
後
ま
で
“
人
格
は

尊
重
”
し
て
も
ら
い
た
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？

ゆ
ず
り
葉
と
は
・
・
・

『
ゆ
ず
り
葉
』
で
は
「
介

護
を
な
さ
っ
て
い
る
方
々
」

に
少
し
で
も
イ
イ
意
味
の

“
手
抜
き
や
息
抜
き
”
に
役

立
つ
か
も
し
れ
な
い
お
話
が

で
き
れ
ば
…
と
考
え
て
い
ま

す
。私

は
父
を
20
代
で
亡
く
し

母
の
介
護
も
終
わ
っ
て
し
ま

い
数
年
が
経
ち
、
情
け
な
い

の
で
す
が
今
や
っ
と
当
時
の

日
々
を
振
り
返
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
介
護
」
が
何
故
『
ゆ
ず
り
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葉
』
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

父
が
発
病
し
て
10
年
、
母

と
の
介
護
生
活
12
年
間
、
私

な
り
に
頑
張
っ
た
つ
も
り
で

す
。
で
も
共
に
私
が
体
調
を

崩
し
、
そ
こ
か
ら
父
も
母
も

急
降
下
し
て
し
ま
い
「
も
う

い
い
か
ら
…
」
と
声
が
聞
こ

え
た
か
の
よ
う
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
不
思
議
と
浮
か
ぶ

の
が
『
ゆ
ず
り
葉
』
の
詩
だ
っ

た
の
で
す
。
あ
の
平
明
温
雅

な
詩
風
で
知
ら
れ
る
明
治
生

ま
れ
の
詩
人
、
河
井

酔
茗

(
か
わ
い

す
い
め
い
)
氏

『
ゆ
ず
り
葉
』
（
花
鎮
抄
よ

り
）
で
し
た
。

ご
存
知
の
通
り
『
ゆ
ず
り

葉
』
は
家
が
代
々
続
く
よ
う

お
正
月
の
お
飾
り
に
も
目
に

す
る
縁
起
も
の
で
す
。
若
葉

の
育
成
を
待
ち
古
い
葉
は
譲

る
か
の
よ
う
に
落
葉
し
て
ゆ

く
様
子
が
名
前
の
由
来
で
す
。

も
ち
ろ
ん
「
介
護
を
う
け

ら
れ
て
い
る
方
々
」
の
気
持

ち
は
私
に
は
解
り
ま
せ
ん
。

一
概
に
介
護
と
い
っ
て
も
対

象
と
な
る
相
手
は
様
々
で
、

年
齢
の
個
人
差
は
大
き
く
抱

え
て
い
る
病
気
も
色
々
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
介

護
の
拠
点
も
事
情
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

で
も
「
介
護
を
な
さ
っ
て

い
る
人
達
」
の
種
々
な
気
持

ち
は
少
し
理
解
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
些
細
な
体
験
か
ら｢

介

護
す
る
側｣

に
少
し
“
余
裕
”

が
で
き
る
と
、
空
気
が
伝
染

す
る
か
の
よ
う
に｢

介
護
さ
れ

る
側｣

の
“
調
子
”
も
良
く
な

り
ま
し
た
。

認
知
症
と
い
う
病
気
と
の

付
き
合
い
方
や
在
宅
で
の
介

護
食
の
軽
減
法
等
々
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
江

真
帆

九
月
に
ご
講
演
を
い
た

だ
く
、
豊
山
勝
麗
先
生

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

現
在
「
池
袋
の
母
」
と
し
て

活
躍
中
、

各
種
占
法
の
中
か
ら
特
別

な
秘
法
を
用
い
て
ご
指
導
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部

の
内
容
に
つ
い
て
事
前
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
実
占
家
の

見
事
な
判
断
法
に
期
待
が
か

か
り
ま
す
。

福
田
記

出
生
年
の
命
卦
推
算
法

豊
山
勝
麗

一
、
本
命
卦
気

九
星
気
学

を
用
い
る
。
人
間
社
会
の
生

活
に
反
映
し
、
吉
凶
禍
福
を

生
じ
る
。

二
、
本
命
磁
性
卦
気

磁
場

感
立
を
用
い
る
。

睡
眠
時
脚
部
、
机
の
顔
方

向
。
厨
房
ガ
ス
コ
ン
ロ
方
向

（
主
婦
は
特
別
重
要
）
体
が

悪
い
時
、
子
宮
膀
胱
に
熱
を

与
え
る
の
で
悪
化
す
る
。
磁

性
卦
気
を
用
い
る
と
新
陳
代

謝
が
増
加
、
血
液
循
環
の
旺

盛
、
脳
神
経
、
意
思
力
、
思

考
力
良
く
な
る
。

相
逆
は
不
良
。

先
天
の
気
―
静

陰

方
向

位
置

後
天
の
気
―
動

陽

公
式

西
暦
出
生
年
－
一
九

一
一
年
？

例
、

一
九
三
九
年
－
一
九

一
一
年
＝
二
十
八

宮
住
十
年
一
格
、
十
年
不

足
は
一
格
一
年

○
男
命
兌
宮

を
起
点
に
時

計
の
逆
回
り
、
答
兌
命

兌
命
十
、
乾
命
二
十
、
中

宮
二
十
一
、
巽
命
二
十
二
、

震
命
二
十
三
、
坤
命
二
十
四
、

坎
命
二
十
五
、
離
命

二
十
六
、
艮
命
二
十
七
、
兌

命
二
十
八
、

○
女
命
長
命
を
起
点
に
時

計
の
順
回
り
、
答
艮
命

艮

命
十
、
離
命
二
十
、
坎
命
二

十
一
、
坤
命
二
十
二
、

震
命
二
十
三
、
巽
命
二
十
四
、

中
宮
二
十
五
、
乾
命
二
十
六
、

兌
命
二
十
七
、
艮
命
二
十
八
、

○
中
宮
の
時
は
男
〜
坤
命

（
陰
土
）
陰
柔
の
気
、

大
地
の
土
、

静
、
包
客
性

強
い
。

女
〜
艮
命
（
陽
土
）
陽
剛

の
気
、

高
山
の
土
、
動
。

Ａ
組

震
―
後
天
方
位

東

吉
方

離
―
後
天
方
位

南
吉
方

巽
―
後
天
方
位

東
南
吉
方

坎
―
後
天
方
位

北
吉
方

Ｂ
組

乾
―
後
天
方
位

西

北
吉
方

坤
―
後
天
方
位

西
南
吉
方

艮
―
後
天
方
位

東
北
吉
方

兌
―
後
天
方
位

西
吉
方

○
先
天
卦
気
属
性
論
（
後

天
八
卦
主
方
位
）

※
陽
卦
・
乾
父

震
長
男

艮
少
男

坎
中
男

※
陰
卦
・

坤
母

巽
長
女

離
中
女

兌
少
女

※
男
女
宮
位
中
宮
五
黄
坤
艮

土
出
来
、
各
自
互
位

陽
変
陰
。
艮
は
陰
変
、
女
に

所
属
。

陰
変
陽
。
坤
は
陽
変
、
男
に

所
属
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信

賛
助
金
と
し
て
左
記
の
方
々

か
ら
ご
寄
附
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
複
数

回
ご
寄
附
の
方
は
重
複
記
載
）

大
澤
瑤
扇
・
八
川
林
加
・
匿

名
・
龍
妹
・
半
田
晴
詠
・
吉

田
侑
加
・
前
野
佑
林
・
白
土

八
重
子
・
浅
野
永
莉
・
森
千

紗
・
牛
込
由
美
子
・
有
峰
会

（
十
二
名
）
・
野
路
さ
く
ら
・

龍
妹
・
半
田
晴
詠
・
高
橋
富

貴
子
・
尾
高
聰
子
・
宮
崎
民

子
・
岩
崎
紀
子
・
八
川
林
加
・

大
沢
京
子
・
小
沼
麗
華
・
手

塚
唯
次
・
濱
野
延
珠
・
長
澤

光
裕
・
今
中
陽
子

事
務
局
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事
務
局
だ
よ
り

①
次
回
の
例
会

日
時

九
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
一
時
十
五
分
よ
り

場
所
「
勤
労
福
祉
会
館
プ
ル

ミ
エ
」
（
終
了
後

懇
親
会

を
予
定
）

②
講
演

「
東
洋
占
法
術
秘
儀
」

全
日
本
運
命
学
会
相
談
役

（
池
袋
の
母
）

豊
山
勝
麗
先
生

と
よ
や
ま
　
し
ょ
う
れ
い

③
有
宵
会
研
修
旅
行

期
日

十
一
月
五
日
（
火
）
・

六
日
（
水
）

行
先

陸
奥
（
み
ち
の
く
）

の
古
社
寺
巡
り
。
心
の
安
ら

ぎ
を
求
め
て
（
詳
細
は
後
日

連
絡
）

三
月
の
有
宵
会
に
は
九
十
六

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た

事
務
局

伊
藤
璃
香

編
集
後
記

皆
様
方
か
ら
の
ご
意

見
・
占
例
等
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
さ
も
続

き
ま
す
の
で
お
身
体

を
お
大
切
に
。佐

藤


